
～個の学びを確かにするための場の工夫～

高山市教育研究会 数学部会

 

深い学びを具現する数学教育の創造
～主体的で対話的な学びを通して～

岐阜県中学校数学部会研究テーマ

 

交流によって、理解したように見えても、
一人になると問題解決できない

 

交流によって、理解したように見えても、
一人になると問題解決できない

 



 

 

Step3
統合・発展の場

Step2
根拠を深める場

Step1
解釈の場

 

・仲間の考え方
を知る

・問題文の把握

・図や式の
意味の理解

自分で考える
ための手がかり

を得る場

Step1

解釈の場

 



Step1

解釈の場

 

Step1

解釈の場

棒の本数は何本あるかな？

１，２，３・・・（一本ずつ数え始める）

生徒Aは規則性に頼らず、１本ずつ数えて、
「１６本」という答えを得た

教師

生徒Ａ

 

Step1

解釈の場

個数を減らして考えてみると…

じゃあ正方形が
１つの時は？
２つの時は？
３つの時は？

教師

１つのときは４本
２つのときは７本
３つのときは10本

生徒Ａ

あっ！３本ずつ増えている！ということは、
正方形が５つの時は、１６本だ！

正方形が４つの時も考えてみるよ
何か気付くことはないかな？

教師

生徒Ａ

 

Step1

解釈の場

棒が＋３されていくという数値的な規則性
をもとに、正方形が２０個の場合でも！

この考え方を使ってできそう！

じゃあ、２０個の時は・・・？

教師

生徒Ａ

あっ！３本ずつ増えている！ということは、
正方形が５つの時は、１６本だ！

生徒Ａ

 



Step1

解釈の場

問題における、数値の変化の把握（＋３）

図でいうと３本増えているのはどこのことか
式と図のつながり（根拠の曖昧さ）

具体的な数をもちいて数えるから計算へ

 

・視点を明確に
した対話

・問題文と図や
式をつなげる曖昧さを解消し

根拠を
明確にする場

Step2

根拠を
深める場

 

Step2

根拠を

深める場

６＋４＋６＝１６

正方形がつながった⾧方形の左側と右側、
中心の正方形と３つの塊に分けた考え方

生徒Bのノート

問題文と図や
式をつなげる

 

Step2

根拠を
深める場

正方形が２０個だと・・・？

⾧方形の左側と右側がいくつになるか
分からず、式化ができない

生徒Bのノート

… …

問題文と図や
式をつなげる

 



Step2

根拠を
深める場

４×５ʷ４＝１６

生徒Cの黒板

４×５は１つの正方形に４本の棒が５個分
ʷ４は重なっている棒の数を引いているよ

生徒C

問題文と図や
式をつなげる

 

Step2

根拠を
深める場

あっ！正方形の数だから４×５か。
なら、２０個の時は・・・

生徒B

自分の考え方と比べ、生徒Cの考え方の
よさに気づいた

問題文と図や
式をつなげる

 

Step2

根拠を
深める場

なら、２０個の時は…
４×２０ー１９＝６１ ６１本だ！

生徒B

他者の考えを「自分の物に」
説明を通して、根拠が明確になった

…

問題文と図や
式をつなげる

 

Step2

根拠を

深める場

数は何を表しているか

言葉の違いを比較する
視点を明確に

した対話
 


